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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期
第１四半期
累計期間

第37期
第１四半期
累計期間

第36期

会計期間

自 平成22年
４月１日

至 平成22年
６月30日

自 平成23年
４月１日

至 平成23年
６月30日

自 平成22年
４月１日

至 平成23年
３月31日

売上高（千円） 1,133,0891,214,1584,642,272

経常利益(千円) 52,647 55,857 218,342

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失(△）（千円）
△6,427 30,903 75,275

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 831,413 831,413 831,413

発行済株式総数（株） 4,558,8604,558,8604,558,860

純資産額（千円） 2,616,0282,696,6072,696,684

総資産額（千円） 5,794,9425,698,2745,788,669

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は四半期純損失金額（△）

（円）

△1.44 6.94 16.90

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 7.50

自己資本比率（％） 45.1 47.3 46.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
56,474 36,967 384,497

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△26,550 △3,970 △88,803

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
138,104 △4,074 △190,912

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
831,769 797,435 768,515

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．第36期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第36期、第37期第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

５. 四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

  また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　 文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1)業績の状況

当第１四半期累計期間における我が国経済は、３月に発生した東日本大震災とこの災害に伴う福島第一原発事故

からの復興に向け、回復を目指し一歩を踏み出した状況にあります。

しかし、国内企業の業績や個人消費及び雇用情勢などは、依然、足踏みの状態が続いており、その先行きについて

は、不透明で予断を許さない状況にあります。為替相場におきましても、米国の雇用情勢の低迷や欧州の財政問題な

どから円高基調での推移が継続しており、今後における企業収益への影響が懸念されるところであります。

このような状況の下、当第１四半期の売上高は、12億１千４百万円（前年同期比７．2％増）となりました。検査

分野別で見ると、生化学分野においては、糖尿病検査薬等が前事業年度に引き続き好調な推移を示したことにより

３億８千万円(前年同期比８．７％増）となりました。

免疫分野におきましても、アレルギー診断薬が引き続き好調な伸びを示したことにより７億８千７百万円（前年

同期比３.６％増）という結果になりました。また、その他の分野におきましても、主に遺伝子関連試薬の伸びなど

が貢献し４千６百万円（前年同期比１０１．０％増）となりました。

このような状況から、営業利益及び経常利益につきましては、それぞれ５千６百万円（前年同期比５．３％増）、

５千５百万円（前年同期比６．１％増）となり、四半期純利益につきましては、３千万円（前年同期は６百万円の

四半期純損失）となりました。

 　

　(2)資産、負債及び純資産の状況

 当第１四半期会計期間末の総資産は、56億９千８百万円となり、前事業年度末と比べ９千万円減少いたしまし

た。流動資産は24億３千２百万円となり、前事業年度末と比べ７千７百万円減少いたしました。その主な要因は、受

取手形及び売掛金の回収が進み９千１百万円減少したためです。固定資産は32億６千５百万円となり前事業年度

末と比べ１千２百万円の減少となりました。有形固定資産は前事業年度末と比べ４百万円の減少となりました。そ

の主な要因は、減価償却の進捗によるものです。無形固定資産は、前事業年度末と比べ９百万円の減少となりまし

た。これは主に基幹業務に係わるソフトウエアの償却が進んだためです。投資その他の資産は、４億１千８百万円

となり、前事業年度末と比べ１百万円程度微増となりました。これは主に投資有価証券の評価益によるものです。

当第１四半期会計期間末の負債の額は、30億１百万円となりました。流動負債は25億８百万円となり前事業年度

末に比べ４千６百万円増加いたしました。その主な要因は、支払手形及び買掛金が１千５百万円、未払法人税等、賞

与引当金及びその他が１億９百万円減少した一方で、短期借入金が１億７千２百万円（長期借入金からの振替８

千２百万円含む）増加したことによるものです。

 当第１四半期会計期間末の純資産の額は、26億９千６百万円となりました。これは主に配当金３千３百万円の

支払いを行った一方で、四半期純利益３千万円を計上したことによるものです。
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　(3)キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は７億９千７百万円と

なり、前事業年度末と比べ２千８百万円の増加となりました。

 

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により増加した資金は、３千６百万円（前年同期は５千６百万円の増加）となりました。その主な要

因は、たな卸資産の増加１千２百万円、仕入債務の減少２千８百万円、法人税等の支払い３千９百万円及び賞与

引当金の減少４千３百万円により資金が減少した一方で、税引前四半期純利益５千５百万円、減価償却費３千４

百万円及び売上債権の減少９千１百万円により資金が増加したことによるものです。

　　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により支出した資金は３百万円（前年同期は２千６百万円の支出）となりました。その主な支出は、

販促機器などの取得によるものです。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により支出した資金は４百万円（前年同期は１億３千８百万円の増加）となりました。その主な要因

は、短期借入金による調達９千万円により増加したものの、その一方で、配当金３千３百万円及び長期借入金の

返済５千６百万円の支払いによるものです。　

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)研究開発活動

  当第１四半期累計期間における研究活動の金額は４千９百万円であります。

  なお、当第１四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社の経営成績に重要な影響を与える要因といたしましては、隔年ごとに実施される薬価改訂をはじめとした

国の医療費政策や医療機関の経営合理化による医療費引き下げなどの外的要因による収益の変動が考えられま

す。

　また、その他の分野におけるロイヤリティ収入及び免疫関連における主要な原料につきましては、為替相場の

推移によって各年度における収益予想が大きく変動する可能性があります。

  今後における経済状況については、金融不安による消費の低迷や雇用情勢の改善もなかなか進まないなか、そ

の先行きの見込みについても不透明な状況は継続するものと思われます。臨床検査薬市場におきましても診療

報酬の改訂や競合他社との価格競争などにより、引き続き厳しい環境にあるものと予想しております。今後につ

きましては、生化学分野と免疫分野のＨＩＳＣＬ関連試薬の売上拡大及び試薬と測定機器を組み合わせたシス

テム販売等積極的な営業展開を行ってまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成23年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成23年８月５日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,558,860 4,558,860

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であり、

単元株式数は

1,000株でありま

す。

計 4,558,860 4,558,860 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

 

平成23年４月１日～

平成23年６月30日

 

－ 4,558,860 － 831,413 － 928,733

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式)

普通株式　  106,000
－ 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式  4,449,000 4,449 同上

単元未満株式 普通株式      3,860 － －

発行済株式総数 4,558,860 － －

総株主の議決権 － 4,449 －

　（注）１.「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式1,000株（議決権の数1個）が含まれて

おります。

２.「単元未満株式」の欄には、自己株式の株式338株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

株式会社カイノス

東京都文京区本郷二丁目

38番18号
106,000－ 106,000 2.33

計 － 106,000－ 106,000 2.33

　

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

  当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期会計期間（平成23年４月１日から平成

23年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財

務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

  当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,008,515 1,037,435

受取手形及び売掛金 1,129,684 1,038,471

商品及び製品 122,481 159,402

仕掛品 54,142 44,000

原材料及び貯蔵品 117,798 103,049

その他 80,462 53,061

貸倒引当金 △2,900 △2,900

流動資産合計 2,510,185 2,432,522

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 781,865 769,733

土地 1,851,453 1,851,453

その他（純額） 148,893 156,383

有形固定資産合計 2,782,211 2,777,569

無形固定資産 78,441 69,398

投資その他の資産 417,831 418,783

固定資産合計 3,278,484 3,265,752

資産合計 5,788,669 5,698,274

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 903,886 888,329

短期借入金 1,141,030 1,313,360

未払法人税等 46,000 6,443

賞与引当金 94,668 50,768

その他 276,494 250,031

流動負債合計 2,462,079 2,508,932

固定負債

長期借入金 507,630 369,150

その他 122,276 123,584

固定負債合計 629,906 492,734

負債合計 3,091,985 3,001,666

純資産の部

株主資本

資本金 831,413 831,413

資本剰余金 928,733 928,733

利益剰余金 1,021,339 1,018,843

自己株式 △89,910 △90,056

株主資本合計 2,691,575 2,688,934

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 5,108 7,673

評価・換算差額等合計 5,108 7,673

純資産合計 2,696,684 2,696,607

負債純資産合計 5,788,669 5,698,274
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 1,133,089 1,214,158

売上原価 759,927 822,610

売上総利益 373,161 391,547

販売費及び一般管理費 319,988 335,530

営業利益 53,172 56,017

営業外収益

受取利息及び配当金 3,996 3,751

為替差益 1,347 466

受取賃貸料 2,488 2,375

その他 1,480 1,551

営業外収益合計 9,312 8,144

営業外費用

支払利息 7,095 6,124

手形売却損 113 183

賃貸費用 1,695 961

その他 932 1,034

営業外費用合計 9,837 8,303

経常利益 52,647 55,857

特別損失

固定資産売却損 － 54

投資有価証券評価損 51,565 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 3,600 －

特別損失合計 55,165 54

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △2,517 55,803

法人税、住民税及び事業税 3,210 3,000

法人税等調整額 700 21,900

法人税等合計 3,910 24,900

四半期純利益又は四半期純損失（△） △6,427 30,903
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△2,517 55,803

減価償却費 34,600 34,499

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 3,600 －

売上債権の増減額（△は増加） △608 91,212

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,751 △12,030

仕入債務の増減額（△は減少） 42,015 △28,891

投資有価証券評価損益（△は益） 51,565 －

その他 △28,644 △63,078

小計 95,259 77,514

利息の支払額 △6,624 △4,333

法人税等の支払額 △36,210 △39,947

その他の収入 4,050 3,733

営業活動によるキャッシュ・フロー 56,474 36,967

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △26,581 △5,149

有形固定資産の売却による収入 － 274

投資有価証券の売却による収入 － 500

その他 31 405

投資活動によるキャッシュ・フロー △26,550 △3,970

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 140,000 90,000

長期借入れによる収入 100,000 －

長期借入金の返済による支出 △65,400 △56,150

配当金の支払額 △33,446 △33,398

その他 △3,048 △4,526

財務活動によるキャッシュ・フロー 138,104 △4,074

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5 △2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 168,023 28,919

現金及び現金同等物の期首残高 663,745 768,515

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 831,769

※
 797,435
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

 

【追加情報】

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
　　至　平成23年６月30日）

 　（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　　　当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

前事業年度
（平成23年３月31日）

当第１四半期会計期間
（平成23年６月30日）

受取手形割引高 150,596千円 受取手形割引高 100,249千円

　  

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期会計期間末と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期会計期間末と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年6月30日現在） （平成23年6月30日現在）

 （千円）

現金及び預金 1,071,769

投資その他の資産 100,000

計 1,171,769

預入期間が３か月を超える定期預金 △340,000

現金及び現金同等物 831,769

　

 （千円）

現金及び預金 1,037,435

投資その他の資産 100,000

計 1,137,435

預入期間が３か月を超える定期預金 △340,000

現金及び現金同等物 797,435

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 33,402 7.5平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日

定時株主総会
普通株式 33,398 7.5平成23年３月31日平成23年６月24日利益剰余金
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（金融商品関係）

　前事業年度末と比べ、著しい変動はありません。

　

（有価証券関係）

　前事業年度末と比べ、著しい変動はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

  該当事項はありません。

　

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  当社は、臨床検査薬の製造及び販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

　　四半期純損失金額（△）
△1円44銭 6円94銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△6,427 30,903

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
△6,427 30,903

普通株式の期中平均株式数（株） 4,453,278 4,452,717

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月５日

株式会社カイノス

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 新田　　誠　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 北本佳永子　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カイノスの

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第37期事業年度の第１四半期会計期間（平成23年４月１日から平成23年６

月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表示

するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カイノスの平成23年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上
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　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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